
●
年
末
の
行
事

◆
十
二
月
二
十
七
日

「
お
ま
つ
様
」
と
呼
ば
れ
、
小
枝

が
３
段
（
７
、
５
、
３
の
奇
数
）
に

な
っ
た
状
態
で
松
の
枝
を
切
り
、
し

め
縄
の
準
備
と
し
て
わ
ら
を
し
ご
い

て
飾
り
付
け
の
準
備
を
す
る
。

◆
二
十
八
日
「
餅
つ
き
」

供
え
餅
を
二
十
数
組
つ
く
り
、
敷

地
内
の
各
所
と
近
所
数
軒
で
管
理
し

て
い
る
鎮
守
の
森
と
不
動
尊
に
供
え

る
。

◆
二
十
九
日
「
く
（
苦
）
の
日
」

掃
除
を
す
る
程
度
。

◆
三
十
日

準
備
の
日

◆
三
十
一
日

松
や
し
め
縄
を
各
所

に
飾
る
。

●
年
始
の
行
事

◆
一
日

大
晦
日
に
貯
め
て
い
た
朝
風
呂
に

入
り
身
を
清
め
て
か
ら
若
水
を
く
む
。

以
前
は
井
戸
か
ら
だ
っ
た
が
、
今
は

水
道
か
ら
。
ひ
し
ゃ
く
に
十
二
回

（
う
る
う
年
は
十
三
回
）
く
み
、
そ

の
年
の
神
様
の
居
る
方
角
（
恵
方
）

に
向
い
拝
礼
す
る
。

こ
の
水
を
使
っ
て
家
族
の
洗
面
や

風
呂
、
赤
飯
を
炊
く
な
ど
の
炊
事

に
使
う
。
各
所
に
燈
明
を
あ
げ
、

お
供
え
物
、
お
神
酒
、
炊
き
上
が
っ

た
赤
飯
を
順
に
供
え
る
（
こ
こ
ま

で
に
約
二
時
間
か
か
る
）
。

つ
ぎ
に
鎮
守
の
森
と
不
動
尊
に

供
え
、
こ
れ
が
初
詣
に
な
る
。

◆
二
日
～
三
日

若
水
を
汲
み
、
元
日
と
同
様
に

各
所
に
供
え
る
。

◆
十
三
日

餅
を
つ
き
、
マ
ユ
ダ
マ
（
ひ
し

形
の
餅
）
を
作
り
枝
に
刺
す
（
神

様
に
よ
っ
て
木
の
種
類
が
異
な
る
。

（
水
の
神
様
に
は
ミ
ズ
の
木
、
年

神
様
に
は
カ
シ
の
木
、
天
神
様
に

は
梅
の
木
、
他
は
ネ
ジ
リ
木
を
奇

数
の
枝
に
刺
す
）

◆
十
四
日

小
正
月
で
飾
り
物
を
取
り
外
し
、

そ
れ
を
ど
ん
ど
焼
で
燃
や
す
。

（
マ
ユ
ダ
マ
を
焼
い
て
食
べ
る
と

そ
の
年
は
風
邪
を
引
か
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
）

●
こ
の
行
事
が
続
い
た
理
由
？

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
女
系
家

族
が
続
い
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
。

「
母
親
と
し
て
は
今
ま
で
続
け
て

い
た
こ
と
を
自
分
が
勝
手
に
中
止

で
き
な
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
」
ま
た
、
「
う
ち
は

農
家
で
、
農
業
は
自
然
を
相
手
に

し
て
い
る
。
こ
の
行
事
を
や
っ
て

い
る
こ
と
で
平
穏
無
事
に
過
ご
せ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
も
し
中

止
し
、
何
か
が
起
こ
っ
た
ら
悔
や

む
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
風
習

は
出
来
る
限

り
続
け
た
い
」

と
、
笑
顔
で

話
し
て
く
れ

た
。

（
Ｔ
・
Ｍ
）
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お
正
月
あ
れ
こ
れ

古
く
か
ら
伝
わ
る
行
事
が
時

に
つ
れ
、
変
化
し
た
り
、
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
傾
向
に
あ
る
。

新
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、

昔
か
ら
の
家
で
は
、
年
末
・
お

正
月
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て

い
る
の
か
？

三
百
年
以
上
続
い
て
い
る
と

推
定
さ
れ
る
旧
家
で
、
昔
か
ら

の
風
習
を
守
っ
て
い
る
と
い
う

上
伊
佐
野
の
荒
井
秀
忠
さ
ん
宅

に
伺
っ
て
話
を
聞
い
た
。

市民力かわら版

◆
和
田
家
（
片
岡
）

一
日
早
朝
、
家
族
揃
っ
て
水
神
様
ほ
か

に
豆
餅
と
酒
を
供
え
る
。

◆
高
田
家
（
本
町
）

一
日
早
朝
、
若
水
を
く
み
、
家
内
の
神

棚
ほ
か
数
ヶ
所
に
赤
飯
と
お
茶
を
供
え
る
。

◆
小
野
崎
家
（
下
伊
佐
野
）

一
日
夜
明
け
前
に
寺
山
観
音
に
初
詣
。

以
前
は
歩
い
て
行
っ
た
が
今
は
車
で
。

◆
森
戸
家
（
東
泉
）

一
日
、
敷
地
内
の
各
所
二
十
数
ケ
所
に
、

餅
・
酒
・
水
・
榊
を
息
子
と
一
緒
に
供
え

る
。

◆
和
気
家
（
塩
田
）

十
二
月
二
十
八
日
に
は
、
正
月
飾
り
用

に
家
族
総
出
で
裏
山
か
ら
竹
を
切
り
出
し
、

門
松
を
つ
く
る
。
節
の
と
こ
ろ
に
穴
を
開

け
、
南
天
、
松
、
梅
の
枝
を
飾
る
。

一
日
、
敷
地
内
の
氏
神
、
山
の
神
、
仏

壇
、
神
棚
な
ど
に
赤
飯
を
供
え
る
。

朝

食
後
、
家
族
揃
っ
て
、
日
光
（
東
照
宮
・

二
荒
山
神
社
）
に
初
詣
。

お
正
月
あ
れ
こ
れ

各
家
庭
で
の
様
子

大きな神棚にたくさんのお飾りが

お
正
月
豆
知
識

・
お
節
料
理
は
、
家
族
の
幸
せ
を
願
っ
て

食
べ
る
伝
統
料
理
で
、
お
正
月
の
神
様
、

年
神
様
に
供
え
る
料
理
で
あ
り
、
家
族
の

幸
せ
を
願
う
縁
起
物
で
す
。

例
え
ば
、
海
老
（
腰
が
曲
が
る
ま
で
長

寿
）
カ
マ
ボ
コ
（
断
面
か
ら
、
日
の
出
蒲

鉾
と
も
い
い
、
新
し
い
門
出
を
象
徴
）
数

の
子
（
子
孫
繁
栄
、
多
産
の
願
い
）

黒
豆
（
マ
メ
に
暮
ら
せ
る
）
な
ど


